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「 西小倉めぐみ教会の使命とは?」
倉橋 剛

聖名を崇めます。私たちの小さな教会が神
さまのご用のために小さな働きであっても続
けさせていただけるのは、本当に多くの方々
のお祈りとお支えがあることを深く感じ心よ
り感謝しております。
今号は、少し個人的なことも含めた文章に

なることを、また今回のみ字数の制限がない
ので少し長くなることもお許し下さい。
最近、教会員は私の説教が益々同じ所にた

どり着いているなあ、と感じておられるので
はないでしょうか。それは「弱い立場の方々
と共に歩む」と言うことです。まさにイエス
さまがご自分の生きざまを通し､徹底して弱
い立場に立たされている方々と共に歩まれた
姿から指し示される神さまからのメッセージ
であると私は確信しているからです 「弱い。

」、 「 、立場の方々と共に歩む と言うと それは
きれい事や! 「そんなこと出来っこない!」」
と批難されたり否定されることも多々ありま
。 、 、 、す でも 私は 心の底から感じるのですが

自分が命を与えられ、生かされている時間さ
え私たちにはわかっていないのです。その
「今」を生きることだけが許されている自分
が、本当にすぐ近くで、すぐ横で、苦しみ、
悩んでいる方々と出会った時、もう理屈とか
でなく、その時から一緒に歩くことが始まっ
ているのです。構えて何かを始めるとか、ま

してや立派な行為でも何でもなくて 「ほん、
まに、しんどいなあー 「そんな中で、よう」
頑張ってきたなあ」と一緒に話をしているだ
けなのです。大きな事でなく、一人の人に真
摯に向き合い､心の声に耳を傾ける小さな行
為なのです。でも、そのことが共に歩むこと
の第一歩なのではないでしょうか。
西小倉めぐみ教会は、おそらく日本のキリ

スト教会の中でも非常に個性的な教会だろう
と思っています。牧師を始め教会員本人、ま
たその家族がしょうがいを持っている、特に
精神疾患の方が7,8割はおられるでしょう
か。また、8年前から始めたひきこもりの方

、 「 」 、々の居場所 フリースペース おやすみ も
本当に一人一人深い悩みを持っておられま
す。お話しを聴かせていただいても､私が何
かスパッと答えが出せる訳でもありません。
実際、ほとんどがそんな簡単に解決出来るよ
うな問題ではありません。じゃあ、何が出来
るの？と聞かれたら､正直「何も出来ないな
あ」と思うのです。でも、そんな多くの苦し
みや､辛さを抱えた人との出会いを与えられ
てわかったことがあります 「弱い立場にあ。
る方々と共に歩む」とは、やはり「共感」な
のだろうと。そんな辛い中で､精一杯頑張っ
てきたんやなあ、本当にすごいと思うよ。と
心から感じますし、その思いを伝えます。そ
して､もう一つは「共存」です。ひとりぼっ
ちじゃないよ。私は小さい存在だけれど私も
仲間もいるよ、と。そこから初めて「これか
らどうしていきたいのかな」と一緒に考え始
めること、もしかしたら何らかの行動をとれ
ることもあるかも知れません。けれど、それ
は目的ではありません。まずは 「ありのま、
まのあなたの存在が大切なんですよ」とお伝
えしたいのです。
個人的なことで恐縮ですが、私は若い頃に

母親を自死で亡くし、その事で自分自身を責
め続け、だんだん
精神的な病が発症
してきました。色
々ありましたが、
今は、身体的にも
5つほど病名が付
けられています。
病気の百貨店みた
いや、と自分でも



言っていますが。特に肺血栓塞栓症で突然
はいけつせんそくせんしよう

意識がなくなり 「そのまま急死していても、
おかしくなかったですよ」と後で医師に言わ
れたり、と言うこともありました。精神的な
しんどさと共に、痛みも含めこれだけあれこ
れと経験させてもらうと、様々な苦しみや辛
さを抱える方々の中での「共感」の部分が、
ほんの少しでしょうが広がった気もします。
もちろん、私はそんな体験をしていないから
わからないです。と言われる方は多いでしょ
う。私の経験なども多くの苦難を思うと､ほ
んのちっぽけなことでしかありません。ただ
その人にまっすぐに向かって、心の声を聴こ
うとする思いはたとえわからないことが沢山
あったとしても、ちゃんと相手の方には伝わ
るのです。弱い立場の方々と共に歩むという
ことの土台には やはりこんな弱い私自身が､、
神さまに丸ごと受け入れられ、赦されている

ゆる

ということが何より大きな力となって存在し
ています。

私たちの西小倉めぐみ教会は、実にしんど
さを抱えておられる方が多く集う教会です。
ゆえに私は、この教会が少しでもしんどさを
抱える方々の貴重な「受け皿」となり「居場
所」となれるのではないかとずっと思ってき
ました。聖書の「弱さの中でこそ十分に発揮
されるのだ」とのみ言葉が心に浮かびます。
きっとこれからも、神さまが私たちの教会の
進む道を指し示してくださると信じていま
す。個性豊かな色々な教会があって良いと思
うのです。そして、その中で西小倉めぐみ教
会には、きっと神さまが「弱い立場にある方
々と共に歩む」という使命を指し示していて
下さっているのではないかと思えるのです。
多くの教会や信徒の方々が、私たちの小さ

、 。な教会を覚えて祈り お支え下さっています
本当に感謝です。言葉だけでなく、少しでも
その使命を果たしていけますように、これか
らもお祈りの内に覚えていただければ幸いで
す。 在主

クリスマス特別礼拝とイブ礼拝
「みんなでクリスマスを！」

、 、今年は当教会が宗教法人設立という大きな節目を乗り切り 各教会員も様々な重荷を負い
世界もそしてこの社会も暗雲が覆う中で迎えたクリスマス特別礼拝 「暗闇の中で輝く光」と。
題して倉橋牧師からのメッセージを受け、希望をもって祈り求める思いを新たにしました。
そして、例年同日夜に開いているイブ礼拝「みんなでクリスマスを！ 。今回は「東日本大」

震災を忘れない！」をテーマに、今なお苦難の中にある被災者の方々を覚える時をもちまし
た。例年と違うのは、特別にゲストの方を呼ぶのではなく、教会員やその周辺の方々による
手作りのプログラムで構成しました。歌やコーラス 「原発難民の詩」の朗読、篠笛の演奏、、

「 」（ ） 「 」 、そして 歌ごえ ３ページ参照 に参加の皆さまによる きよしこの夜 など５曲の合唱と
それぞれにこの日のために練習を重ねて臨みました。この日の献金（募金）は、主に石巻と
仙台で貴重な働きをされている「エマオ」に贈ることとしました。






